
物理学・天文学

材料科学

医学

工学

生化学・遺伝学・分子生物学

論文数 著者数 FWCI

被引用数 一論文当たりの被引用数

トップ10％ジャーナル
掲載論文

国際共著論文 産学共著論文

トップ10％補正論文

（※1）

※ 円グラフは、2015年から2019年の間に九州大学所属の研究者
によって出された論文のScopusジャーナル分野別割合を示す。

九州大学では、 医学、 工学、 物理学 ・ 天文学、 生化学 ・ 遺伝学 ・ 分子生物学、 材料科学分野のジャーナルに

掲載された論文の割合が高い。

また、 九州大学のトップ10%補正論文、 トップ10%ジャーナル掲載論文、 国際共著論文、 産学共著論文の割合は、

全て日本全体の平均よりも高い値である。

９． 研究９． 研究

９－１． ジャーナル分類分野に基づいた本学全体の傾向

（※1）FWCI（Field-weighted Citation Impact）

当該文献の被引用数を、 同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが１以上ということは、 平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）
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学際的
研究

プロミネンス上位1%のトピック （2015-2019）

トップクォーク・パートン・ヒッグス粒子
プロミネンス値 99.9 05
九州大学の論文数 332、論文数シェア率 13.53%
九州大学の被引用数 10,344、被引用数シェア率 30.95%

有機ＥＬ(OLED)・1H-フェナントロ(9,10-d)イミダ
ゾール・トリス(2-フェニルピリジナト)イリジウム(III)
プロミネンス値 99.926
九州大学の論文数 139、論文数シェア率 4.07%
九州大学の被引用数 6,322、被引用数シェア率 10.27%

水素脆化・疲労き裂進展・
マルテンサイト系ステンレス鋼
プロミネンス値 99.048
九州大学の論文数 168、論文数シェア
率 9.99%
九州大学の被引用数 2,118、被引用数
シェア率 17.75%

燃料電池・ガスタービン・利用率
プロミネンス値 99.116
九州大学の論文数 23、論文数シェア率 1.90%
九州大学の被引用数 144、被引用数シェア率 1.41%

ECAP法・超塑性・結晶粒微
細化
プロミネンス値 99.373
九州大学の論文数 63、論文数シェア率
2.96%
九州大学の被引用数 1,286、被引用数
シェア率 9.24%

オートファゴソーム・マイトファジー・
オートファジー関連タンパク質
プロミネンス値 99.825
九州大学の論文数 10、論文数シェア率 0.40%
九州大学の被引用数 2,872、被引用数シェア率 6.03%

吸熱・冷凍・冷却システム
プロミネンス値 99.2 01
九州大学の論文数 82、論文数シェア率 6.37%
九州大学の被引用数 1,015、被引用数シェア率 7.66%

ミトコンドリア動態・常染色
体優性視神経萎縮症
プロミネンス値 99.682
九州大学の論文数 21、論文数シェア率
1.28%
九州大学の被引用数 854、被引用数
シェア率 2.64%

コンピュータ化学

数学

物理学・天文学

化学

化学工学

材料科学

工学

エネルギー科学

環境科学

地球科学・惑星学

農学及び生物科学

生化学・遺伝学・分子生物学

免疫学・微生物学

獣医学

医学

薬理学・毒性学・薬学

健康衛生学

看護学

歯科学

神経科学

人文学

心理学
社会科学
ビジネス・経営学・会計学
経済学・計量経済学・金融
意思決定科学
学際分野

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

⑩
クリプトクロム・概日リズム・
視交叉上核
プロミネンス値 99.644
九州大学の論文数 29、論文数シェア
率 1.38%
九州大学の被引用数 298、被引用数
シェア率 1.09%

水素吸蔵・水素化物・脱水素化
プロミネンス値 99.096
九州大学の論文数 24、論文数シェア率 2.12%
九州大学の被引用数 634、被引用数シェア率 4.82%

⑧

⑨

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）

・ Topic Prominence 機能の概要
Scopusの文献を引用リンクに基づいて約97,000のトピックにクラスタリングし、Prominenceによってランク付けしたものです。新指標
Prominenceは、直近の文献の被引用数、表示回数、注目度を示します。Prominenceは、助成金と相関関係があり、研究者と研究管理
者が助成金が増える可能性が高いトピックを特定するのを支援します。 円の中心にあるトピックほど、学際的なトピックと言えます。
（「Elsevier社_クイックレファレンスガイド　2018年1月」より抜粋）

（※1）Key Topic
本学の論文数が最多機関の1/3以上もしくは被引用数が最多機関1/3以上あるトピックは、SciValでKey Topicとして定められている。
論文数や被引用数シェア率が高く、本学が影響力を持つトピックと言える。

◆見方◆
・ 小さい円 ： 各トピック。
・ 外側の円周 ： Scopusで用いられている研究分野（ASJCの27中分類）を色別に表示。
・ 小さい円の大きさ ： 各トピックを構成する論文の数を表す。
・ 小さい円の色 ： トピックを構成する論文の分野のうち、割合が最も大きい分野を円周上の分野の色で示したもの。
・ 小さい円の位置 ： トピックを構成する論文の分野の割合に基づいて配置されている。学際的なものは中心に位置する傾向にある。

９－１． ジャーナル分類分野に基づいた本学全体の傾向（つづき）

SciValのTopic Prominence機能によると、 2015年から2019年の間に出版された九州大学の論文のうち、 9,213の

研究分野が注目度の高いTopicとして出現している。 下図はTop1%の注目度に該当する研究分野のTopicを示し

たものである。 物理学 ・ 天文学、 化学、 化学工学、 材料科学、 工学、 エネルギー科学、 医学の分野にTopic

が集中している。 中でも、 ①トップクォーク ②有機ＥＬ(OLED) ③水素脆化 ④ECAP法 ⑤水素吸蔵 ⑥吸熱 ⑦燃

料電池 ⑧オートファゴソーム ⑨ミトコンドリア動態 ⑩クリプトクロム に関するTopicは、 本学の影響力が強いKey 

Topic（※1）とされている。 これらのTopicは、 世界における本学の論文数シェア率、 被引用数シェア率が高い傾

向にあり、 本学の中でも活発な研究分野と言える。

■トピックプロミネンス－論文の引用関係に基づいた大学の強み研究分析－
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4,214 
4,584 4,632 
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0.75

1.00
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
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0.94

1.10
1.15

1.09 1.12 1.09

1.20
1.13 1.14

1.08

（
F
W
C
I）

（
論
文
数
）

（出版年）

本学の論文数及びFWCI推移（2010年～2019年）

本学の論文数は2013年に5,000本を初めて超え、それ以降は5,000本前後を維持し推移している。 FWCI（※1）は、

2011年に世界平均値の1.0を超え、 2016年に1.2という高い値を出したが、 2016年以降はFWCIの値は減少傾向

にある。

９－２． 論文の量と質についての比較
■論文数及びFWCIの推移

◆九州大学◆

◆他大学との比較◆

【Scholarly Output（論文数）】

順位順位 大学名大学名 本数本数

1 東京大 61,058

2 京都大 41,624

3 東北大 31,465

4 大阪大 29,651

5 九州大 25,283

6 名古屋大 24,763

7 北海道大 21,984

8 東京工業大 19,414

9 筑波大 17,255

10 慶應義塾大 16,718

（2015～2019）

【Citation Count（被引用回数）】

順位順位 大学名大学名
被引用被引用
回数回数

論文あたりの論文あたりの
平均被引用数平均被引用数

1 東京大 650,786 10.7 

2 京都大 460,852 11.1 

3 東北大 280,863 8.9 

4 大阪大 272,971 9.2 

5 名古屋大 233,680 9.4 

6 九州大 223,832 8.9

7 北海道大 183,752 8.4 

8 東京工業大 172,350 8.9 

9 筑波大 154,584 9.0 

10 慶應義塾大 137,158 8.2 

（2015～2019）

【FWCI（論文のインパクト）】

順位順位 大学名大学名
被引用被引用
回数回数

1 京都大 1.36 

2 東京大 1.33 

3 筑波大 1.19 

4 名古屋大 1.18 

5 東京工業大 1.14 

6 九州大 1.13

6 大阪大 1.13 

8 慶應義塾大 1.11 

9 早稲田大 1.10 

9 東北大 1.10 

（2015～2019）

・ RU11（学術研究懇談会）

国立・私立大学の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアムである。

（※1）FWCI（Field-weighted Citation Impact）

当該文献の被引用数を、 同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが1以上ということは、 平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

出典: 論文数、 被引用数、 論文のインパクト　Elsevier社「Scival」（2020年9月現在）
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2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

北海道大 3,906 4,164 4,141 4,344 4,232 4,141 4,353 4,517 4,453 4,520

東北大 6,392 6,457 6,577 6,644 6,652 6,073 6,386 6,346 6,458 6,202

筑波大 2,839 2,991 3,117 3,166 3,117 3,214 3,326 3,455 3,636 3,624

東京大 11,511 11,516 11,892 12,279 12,148 11,741 12,051 12,181 12,564 12,521

早稲田大 2,183 2,327 2,294 2,284 2,272 2,355 2,412 2,513 2,543 2,619

慶應義塾大 2,676 2,933 3,157 3,210 2,988 3,082 3,267 3,454 3,473 3,442

東京工業大 3,882 4,048 3,831 3,900 3,874 3,891 3,807 3,861 3,888 3,967

名古屋大 4,056 4,382 4,686 4,860 4,764 4,725 4,715 4,997 5,254 5,072

京都大 7,620 8,116 8,020 8,404 8,205 8,032 8,249 8,429 8,623 8,291

大阪大 5,212 5,319 5,366 5,578 5,437 5,699 5,882 5,958 6,061 6,051

九州大 4,214 4,584 4,632 5,082 4,816 4,848 5,081 5,138 5,029 5,187

1,800

3,800

5,800

7,800

9,800

11,800

13,800

（
本

）

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

北海道大 1.07 1.08 1.00 1.04 1.02 0.99 1.08 0.99 0.96 1.01

東北大 1.17 1.25 1.26 1.17 1.19 1.06 1.14 1.14 1.04 1.13

筑波大 1.12 1.20 1.32 1.09 1.16 1.16 1.14 1.14 1.45 1.05

東京大 1.32 1.29 1.56 1.32 1.37 1.38 1.38 1.35 1.29 1.25

早稲田大 1.16 1.10 1.28 1.16 1.13 1.11 1.15 1.11 1.09 1.04

慶應義塾大 1.04 0.98 1.02 1.02 1.05 0.99 1.18 1.21 1.09 1.09

東京工業大 1.24 1.15 1.26 1.18 1.20 1.15 1.23 1.12 1.13 1.10

名古屋大 1.16 1.19 1.33 1.13 1.24 1.16 1.20 1.21 1.20 1.15

京都大 1.17 1.20 1.24 1.17 1.26 1.23 1.45 1.49 1.36 1.25

大阪大 1.19 1.21 1.16 1.13 1.11 1.08 1.17 1.12 1.15 1.12

九州大 0.94 1.10 1.15 1.09 1.12 1.09 1.20 1.13 1.14 1.08

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

（
F
W

C
I）

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）

（※1）RU11（学術研究懇談会）

国立 ・ 私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、九州大）

による学術の発展を目的としたコンソーシアムである。

（※2）FWCI（Field-weighted Citation Impact）

当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以

上ということを意味する。

◆RU11 での比較◆

(All publication types included)

(Self-citations included)

RU11論文数比較（2010年～ 2019年）

RU11 FWCI比較（2010年～ 2019年）

九大

九大

RU11（※1） の各大学について、 直近10年間の論文数の推移を比較した。 本学の論文数は10年間で年間4,200

本程度から5,000本以上に増加しているものの、 RU11内の順位は5位付近で変化していない。 FWCI（※2） に関

しては、 本学は2011年以降世界平均値の1.0より高くなっている。

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

1％論文数 62 84 90 102 81 90 127 151 102 99

1％論文率 1.7% 2.1% 2.3% 2.3% 1.9% 2.2% 2.8% 3.3% 2.3% 2.1%

62
84 90 102

81 90
127

151

102 99

1.7%
2.1%

2.3% 2.3%
1.9%

2.2%

2.8%

3.3%

2.3%
2.1%

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

（論文数）（％）

（年）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

5％論文数 508 584 601 643 682 652 674 714 671 693

5％論文率 14.1% 14.9% 15.1% 14.7% 16.4% 15.6% 15.0% 15.5% 15.1% 14.7%

508 584 601 643 682 652 674 714 671 693

14.1% 14.9% 15.1% 14.7%
16.4% 15.6% 15.0% 15.5% 15.1% 14.7%

0

250

500

750

1,000

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

（論文数）（％）

（年）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

10％論文数 961 1,009 1,124 1,192 1,261 1,307 1,470 1,462 1,312 1,348

10％論文率 26.7% 25.8% 28.2% 27.3% 30.3% 31.3% 32.8% 31.7% 29.4% 28.6%

961 1,009 1,124 1,192 1,261 1,307 1,470 1,462 1,312 1,348

26.7% 25.8%
28.2% 27.3%

30.3% 31.3% 32.8% 31.7%
29.4% 28.6%

0
200
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1,200

1,400

1,600

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

（論文数）（％）

（年）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

25％論文数 1,851 1,974 2,103 2,215 2,196 2,174 2,289 2,460 2,402 2,530

25％論文率 51.5% 50.5% 52.9% 50.7% 52.8% 52.1% 51.0% 53.4% 53.9% 53.6%

1,851 1,974 2,103 2,215 2,196 2,174 2,289 2,460 2,402 2,530

51.5% 50.5% 52.9% 50.7% 52.8% 52.1% 51.0% 53.4% 53.9% 53.6%
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2,000
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3,000
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10.0%

20.0%
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40.0%

50.0%

60.0%

（論文数）（％）

（年）

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）

・ トップⅹ ％ジャーナルに掲載された論文数と割合とは ・ ・ ・

 被引用数ベースで世界トップ％ジャーナルに掲載された論文数と割合。Scopusにおける各年の被引用数を元に、上位1％、5％、10％、25％に含まれる

ジャーナルに掲載された論文数 ・ 割合を示すもの。

◆RU11 での比較◆

TOP1%ジャーナル　論文数 ・ 割合

TOP5%ジャーナル　論文数 ・ 割合

TOP10%ジャーナル　論文数 ・ 割合

TOP25%ジャーナル　論文数 ・ 割合

TOP5・10・25%ジャーナル論文数は長期的に増加傾向にある。 TOP25%ジャーナル論文の割合は50%以上を保っ

ており、 本学の半数以上の論文が影響力のある雑誌に投稿されている。

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

北海道大 2.6 2.7 2.7 2.6 3.0 2.5 2.7 3.1 2.7 2.5

東北大 2.1 2.4 2.1 2.4 2.3 2.7 2.8 3.1 2.5 2.3

筑波大 1.8 2.5 2.5 1.6 1.8 2.5 3.1 2.5 2.4 3.1

東京大 3.7 3.6 3.4 3.5 3.6 3.4 3.2 3.7 3.5 3.1

早稲田大 1.9 1.7 2.2 2.0 1.8 1.5 1.6 2.4 1.7 1.9

慶應義塾大 3.3 3.1 2.4 2.3 3.2 3.1 3.3 2.6 3.4 2.6

東京工業大 2.1 2.0 2.7 2.9 3.0 2.6 3.8 3.5 2.6 2.5

名古屋大 2.6 2.2 2.6 2.4 2.4 2.4 1.9 2.3 2.4 2.3

京都大 2.8 2.8 3.1 3.4 3.3 2.9 3.0 3.7 3.1 3.2

大阪大 2.9 2.9 3.0 2.5 2.5 2.0 2.8 2.7 2.5 3.0

九州大 1.7 2.1 2.3 2.3 1.9 2.2 2.8 3.3 2.3 2.1

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

割
合

(％
)

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

北海道大 18.2 18.7 17.0 17.0 18.4 18.8 17.7 16.2 15.4 14.9

東北大 13.8 15.1 14.6 17.1 17.0 15.1 16.8 14.9 13.9 14.1

筑波大 15.8 16.0 16.9 16.0 15.5 16.0 14.3 16.2 14.6 15.1

東京大 20.5 19.8 18.8 19.3 21.0 20.0 20.4 20.1 18.8 18.7

早稲田大 13.3 12.9 14.3 14.5 14.2 14.5 14.9 15.4 13.9 12.3

慶應義塾大 15.8 15.6 14.8 14.7 15.0 15.6 15.1 13.1 13.0 13.1

東京工業大 17.5 15.1 17.3 18.2 18.0 19.0 20.0 19.5 18.9 17.7

名古屋大 17.1 17.2 16.1 17.5 19.4 18.2 17.3 16.4 17.4 15.2

京都大 19.2 18.9 18.4 19.6 21.0 20.9 20.2 21.0 19.6 18.7

大阪大 18.0 18.0 17.6 19.1 18.6 17.2 17.3 16.6 15.3 15.9

九州大 14.1 14.9 15.1 14.7 16.4 15.6 15.0 15.5 15.1 14.7

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

割
合

(％
)

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

北海道大 29.5 29.4 28.3 30.7 30.9 33.2 35.4 34.0 33.6 32.3

東北大 29.0 29.6 27.5 30.5 30.7 33.5 33.5 35.4 30.9 29.2

筑波大 28.4 29.7 30.7 29.1 30.0 33.3 33.4 35.0 31.4 31.2

東京大 35.0 34.5 35.0 36.4 37.0 39.4 38.0 42.3 37.7 35.0

早稲田大 27.0 25.5 28.2 29.9 28.5 32.2 33.0 31.1 28.4 28.0

慶應義塾大 27.1 28.7 27.0 26.5 26.1 30.7 32.7 30.9 29.9 27.4

東京工業大 32.0 29.5 31.5 34.0 34.6 37.1 39.3 38.8 36.9 34.0

名古屋大 32.0 31.2 31.1 33.3 33.4 35.5 34.7 34.3 33.4 30.7

京都大 33.6 33.2 34.1 35.2 35.8 39.3 40.1 41.1 38.0 35.1

大阪大 30.7 31.1 30.5 33.0 32.8 35.6 35.5 37.0 33.8 32.3

九州大 26.7 25.8 28.2 27.3 30.3 31.3 32.8 31.7 29.4 28.6

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

42.0

44.0

割
合

(％
)

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

北海道大 55.2 57.6 54.2 55.7 54.5 57.4 57.0 57.3 57.1 57.1

東北大 57.4 57.1 56.8 55.7 55.1 55.7 54.5 58.1 56.8 56.8

筑波大 53.1 54.2 57.8 53.1 52.7 53.8 52.3 55.9 56.1 53.2

東京大 60.7 61.3 61.1 60.5 60.6 62.2 58.9 62.6 62.3 62.9

早稲田大 49.2 46.5 53.2 49.2 48.0 51.0 49.4 50.8 50.2 50.1

慶應義塾大 51.4 51.7 51.4 50.7 49.1 53.3 52.5 52.4 54.1 53.0

東京工業大 57.1 54.4 55.6 55.5 57.1 57.3 57.0 58.3 61.2 59.8

名古屋大 57.4 57.9 57.9 59.1 57.9 57.8 54.5 59.0 58.9 56.6

京都大 58.6 58.2 60.0 58.4 59.6 60.0 59.5 61.5 63.2 62.2

大阪大 58.9 57.8 59.8 56.7 56.0 56.8 55.1 58.7 58.1 58.1

九州大 51.5 50.5 52.9 50.7 52.8 52.1 51.0 53.4 53.9 53.6

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

割
合

(％
)

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）

（※1）RU11（学術研究懇談会）

国立 ・ 私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアムである。

◆RU11 での比較◆

TOP 1％ ジャーナルに含まれる論文の割合 TOP 5％ ジャーナルに含まれる論文の割合

TOP 10％ ジャーナルに含まれる論文の割合 TOP 25％ ジャーナルに含まれる論文の割合

RU11（※1） の各大学について、 TOPジャーナル論文率の推移を比較した。 本学は特にTOP10%ジャーナル論

文率が、 2016年までは増加傾向にあったが、 以降減少に転じている。

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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2015

2016

2017

2018

2019

8.0

10.0

12.0

14.0

1.00 1.05 1.10 1.15 1.20 1.25

（
T
O

P
1
0
％

補
正

論
文

数
割

合
）

（FWCI）

北海道大

東北大 筑波大

東京大

早稲田大

慶應義塾大

東京工業大
名古屋大

京都大

大阪大

九州大

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

0.90 1.00 1.10 1.20 1.30 1.40

（
T
O

P
1
0
％

補
正

論
文

数
割

合
）

(FWCI)

出典: Elsevier社製「SciVal」より(2020年9月現在)

（※1）TOP10%補正論文数割合

被引用ベースで世界トップに入る論文数（分野補正した値）の割合。Scopusにおける各年の被引用数をもとに上位10%に含まれる論文数の割合を示すもの。

（※2）RU11（学術研究懇談会）

国立 ・ 私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアムである。

（※3）FWCI（Field-weighted Citation Impact）

当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

◆九州大学◆ （2015 年～ 2019 年）

本学のTOP10％補正論文数割合（縦軸）×FWCI（横軸）×全論文数（バブル大きさ）

◆RU11 での比較◆ （2015 年～ 2019 年の平均）

TOP10％補正論文数割合（縦軸）×FWCI（横軸）×論文数（バブル大きさ）

TOP10％補正論文数割合×FWCI×全論文数

TOP10％補正論文数割合×FWCI×論文数

下記散布図は、 右上にいくほど、 論文の質が高いと言える。 論文数は5,000本前後を推移しており、 TOP10%補

正論文数割合（※1）は10%程度で推移している。 また、 RU11（※2）で比較するとTOP10%補正論文8位である。

ただし、 論文数5位、 FWCI（※3） 値は6位であり、 RU11の中で論文の量と質については本学は中央に位置し

ている。

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）

■論文の量と質の総合比較

大学名大学名
TOP10％補正 TOP10％補正 
論文数割合論文数割合

FWCIFWCI 論文数論文数

北海道大 9.3 1.01 4,397 

東北大 10.2 1.10 6,293 

筑波大 11.3 1.19 3,451 

東京大 12.4 1.33 12,212 

早稲田大 11.0 1.10 2,488 

慶應義塾大 9.9 1.11 3,344 

東京工業大 11.8 1.14 3,883 

名古屋大 11.5 1.18 4,953 

京都大 12.0 1.36 8,325 

大阪大 10.7 1.13 5,930 

九州大 10.5 1.13 5,057 

年年
TOP10％補正 TOP10％補正 
論文数割合論文数割合

FWCIFWCI 論文数論文数

2015 11.2 1.09 4,848 

2016 10.6 1.20 5,081 

2017 10.0 1.13 5,138 

2018 10.5 1.14 5,029 

2019 10.2 1.08 5,187 

平均 10.5 1.13 5,057 
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(FWCI)

5,858 
5,241 

5,082 
4,398 

3,924 
3,320 

2,410 
2,133 

1,778 
1,666 

1,513 
1,477 
1,419 

875 
850 
741 
644 
615 

226 
211 
198 
192 
182 
163 
139 
135 

25 

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,000

医学
工学
物理学・天文学
生化学・遺伝学・分子生物学
材料科学
化学
コンピュータ科学
農学及び生物科学
化学工学
数学
地球科学・惑星学
環境科学
エネルギー科学
学際分野
免疫学・微生物学
社会科学
神経科学
薬理学・毒性学・薬学
経済学・計量経済学・金融
看護学
歯科学
ビジネス・経営学・会計学
心理学
意思決定科学
人文学
健康衛生学
獣医学

（論文数）

1.31 

1.08 
1.33 

1.05 
1.05 

1.11 
0.92 

0.80 
1.10 

1.03 
0.98 

1.00 

1.07 
1.12 

1.00 

1.09 
1.00 

0.76 

1.06 
1.35 

1.88 

0.81 
0.92 

0.67 
1.00 

0.58 

1.02 

1.01 

0.86 
1.05 

0.99 
0.94 

0.97 
0.82 

0.93 
1.01 

0.84 
1.07 

1.02 
0.98 

1.09 
1.03 

0.90 

0.95 
0.80 

0.70 
1.11 

0.88 
0.72 

0.83 
0.80 

1.01 
0.73 

1.38 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

医学
工学

物理学・天文学
生化学・遺伝学・分子生物学

材料科学
化学

コンピュータ科学
農学及び生物科学

化学工学
数学

地球科学・惑星学
環境科学

エネルギー科学
学際分野

免疫学・微生物学
社会科学
神経科学

薬理学・毒性学・薬学
経済学・計量経済学・金融

看護学
歯科学

ビジネス・経営学・会計学
心理学

意思決定科学
人文学

健康衛生学
獣医学

1.31 
1.08 

1.33 
1.05 
1.05 

1.11 
0.92 

0.80 
1.10 

1.03 
0.98 
1.00 

1.07 
1.12 

1.00 
1.09 

1.00 
0.76 

1.06 
1.35 

1.88 
0.81 

0.92 
0.67 

1.00 
0.58 

1.02 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

出典: Elsevier社製「SciVal」より(2020年9月現在)

（※1）FWCI（Field-weighted Citation Impact）

当該文献の被引用数を、同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

FWCIが１以上ということは、平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。 

（※2）ASJC27中分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Scopus Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

論文数とFWCIのASJC27中分類（※2）別比較（2015年～ 2019年）

FWCIのASJC27中分類別比較（2015年～ 2019年）

FWCIが1未満の分野

FWCIが1以上の分野

国内平均

九州大学平均

FWCI（※1）が世界平均の1以上である分野は、 27分野中19分野である。 その中でも、 国内平均と比較してFWCI
値が特に高い上位5分野は、 歯科学、 経済学 ・ 計量経済学 ・ 金融、 医学、 物理学 ・ 天文学、 工学分野である。
論文数が多くFWCIが高いほど研究力に厚みがあること（大学の強み）を表す。 また、 論文数が少なくFWCIが高い
場合は、 研究力の高い特定の教員の存在を示す場合が多い。 なお、 特定の教員が巨大な研究者コミュニティに所
属する場合は、 論文数 ・ FWCI共に値が高くなる場合が多い。

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別） －FWCI－

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（一論文当たりの被引用数）

55,624

34,364

52,858

50,174

34,047

39,676

10,250

13,308

21,049

7,343

10,586

11,738

11,814

12,516

8,936

4,172

5,858

3,699

1,115

1,696

1,228
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390
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010,00020,00030,00040,00050,00060,000

医学
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人文学
健康衛生学
獣医学

（被引用数）
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9.5 

6.6 

10.4 

11.4 

8.7 

12.0 

4.3 

6.2 

11.8 
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7.0 

7.9 

8.3 
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5.6 

9.1 
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4.7 
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出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）

（※1）ASJC27中分類

Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Scopus Science Journal Classification）に基づく27の中分類。

◆九州大学◆

◆国内平均と九州大学との比較◆

被引用数と一論文当たりの被引用数のASJC27中分類（※1）別比較（2015年～ 2019年）

一論文当たりの被引用数のASJC中分類別比較（2015年～ 2019年）

国内平均

九州大学平均

一論文当たりの被引用数が、 国内平均を超えている分野は、 27分野中18分野である。 その中でも、 国内平均と

比較して一論文当たりの被引用数が特に高い上位5分野は物理学 ・ 天文学、 医学、 社会科学、 工学、 経済学 ・

計量経済学 ・ 金融分野である。

■本学と国内平均の比較（ASJC27中分類別）－一論文当たりの被引用数－

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）
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（FWCI)

医学

工学

物理学・天文学

生化学・遺伝学・分子生物学

材料科学

化学

コンピュータ科学

農学及び生物科学

化学工学

数学

地球科学・惑星学

環境科学 エネルギー科学

学際分野

免疫学・微生物学

社会科学

神経科学

薬理学・毒性学・薬学
経済学・計量経済学・金融

看護学

歯科学

ビジネス・経営学・会計学

心理学
意思決定科学

人文学
健康衛生学

獣医学

医学

工学

物理学・天文学

生化学・遺伝学・分子生物学

材料科学

化学

コンピュータ科学

農学及び生物科学

化学工学

数学

地球科学・惑星学

環境科学 エネルギー科学

学際分野

免疫学・微生物学

社会科学

神経科学

薬理学・毒性学・薬学
経済学・計量経済学・金融

看護学

歯科学

ビジネス・経営学・会計学

心理学
意思決定科学

人文学
健康衛生学

獣医学

一論文あたりの被引用数（縦軸）×FWCI（※1）（横軸）×論文数（バブルの大きさ）

右方にある分野ほどFWCI（※1）が高く、 上方にある分野ほど一論文当たりの被引用数が高くなり、 論文の質が高

いことを示す。 特に、 歯科学、 看護学、 物理学 ・ 天文学、 医学、 学際分野の論文の質が高い。 （学際分野とは、

「Nature」や「Science」のような総合学術雑誌に掲載された論文を示す。）

FWCIが世界平均1.0を超えている小分野は、 334分野中133分野である。 その中でも特にFWCIの高い上位10

の小分野を下記に示す。 FWCIが高く論文数が少ない分野は、 研究力の高い特定の教員が存在する可能性が

ある。 FWCIが高く論文数も多い分野は、 研究力に厚みがあること（大学の強み）を示す。

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC27中分類別）（2015年～2019年）

■本学の論文の研究分野についての比較（ASJC334小分類別）（2015年～2019年）

９－２． 論文の量と質についての比較（つづき）

FWCI順位FWCI順位 ASJC27中分類（※2）ASJC27中分類（※2） ASJC334小分類（※2）ASJC334小分類（※2） FWCIFWCI 論文数論文数

1
Nursing 
(看護学)

Psychiatric Mental Health 
(精神医学的メンタルヘルス) 15.36 5

2
Medicine 
(医学)

General Medicine 
（医学（全般）） 4.76 318

3
Engineering 
(工学)

Engineering (miscellaneous) 
（工学（その他））(※3) 3.63 229

4
Physics and Astronomy 
(物理学、 天文学)

Physics and Astronomy (miscellaneous) 
(物理学、 天文学（その他）)(※4) 3.17 422

5
Business, Management and Accounting 
(ビジネス、 経営学、 会計学)

Business and International Management 
(ビジネス ・ 国際経営) 2.83 20

6
Dentistry 
(歯科学)

General Dentistry 
(歯科学（全般）) 2.51 118

7
Veterinary 
(獣医学)

Equine 
(馬獣医学) 2.46 1

7
Veterinary 
(獣医学)

Small Animals 
(小型動物) 2.46 1

9
Nursing 
(看護学)

Advanced and Specialized Nursing 
(高度 ・ 特殊看護) 2.31 19

10
Health Professions 
(健康衛生学)

Occupational Therapy 
(作業療法) 2.29 1

（※1）FWCI（Field-weighted Citation Impact）

 当該文献の被引用数を、 同じ出版年 ・ 同じ分野 ・ 同じ文献タイプの文献の世界平均で割ったもの。

 FWCIが1以上ということは、 平均インパクトが世界平均以上ということを意味する。

（※2）ASJC27中分類、 ASJC334小分類

 Scopusのジャーナル分類（ASJC: All Scopus Science Journal Classification）に基づく27の中分類と334の小分類。

 翻訳協力: 大学改革支援 ・ 学位授与機構。 （中分類の翻訳はエルゼビア社による。）

（※3）工学（その他）: 次の項目以外の分野

 航空宇宙工学、 自動車工学、 生体医工学、 土木 ・ 構造工学、 計算力学、 制御 ・システム工学、 電気電子工学、 管理工学 ・ 生産工学、 機械工学、

材料力学、 海洋工学、 安全 ・リスク ・ 信頼性 ・ 品質管理、 メディア工学、 建設工学、 建築学

（※4）物理学 ・ 天文学（その他）: 次の項目以外の分野

 音響学及び超音波学、 天文学及び宇宙物理学、 凝縮系物理学、 計測機器、 核物理学・高エネルギー物理学、 原子分子物理学及び光学、 放射線、

統計物理学及び非線形物理学、 表面 ・ 界面

出典: Elsevier社製「SciVal」より(2020年9月現在)
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1,424 1,633 1,706 1,683 1,770

2,176
2,226 2,193 2,188

2,286

29.4%

32.1% 33.2% 33.5% 34.1%

0.0%

7.0%

14.0%

21.0%

28.0%

35.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年

国際共著論文数 国内共著論文数 国際共著率　(％）

本学の国際共著論文の推移

順位 研究院 国際共著論文数（合計）（本） 国際共著論文比率（平均）（％）

1 工学研究院 1,311 29.1 

2 理学研究院 1,241 55.7 

3 農学研究院 728 39.7 

4 システム情報科学研究院 696 30.4 

5 医学研究院 615 12.8 

6 総合理工学研究院 430 37.2 

7 薬学研究院 157 24.5 

8 歯学研究院 149 20.9 

9 比較社会文化研究院 86 43.9 

10 芸術工学研究院 76 19.5 

11 人間環境学研究院 56 32.4 

12 経済学研究院 55 37.4 

13 数理学研究院 36 19.4 

14 法学研究院 21 53.9 

15 言語文化研究院 3 7.5 

16 人文科学研究院 0 0.0 

本学でみると、 国際共著論文数 ・ 国際共著論文比率はともに増加している。 国際共著論文数は2010年から2019

年で2倍以上に増加しており、 さらに国際共著論文比率も2010年と2019年を比較すると21.0％から34.1％へ上昇

している。 増加率はRU11（※1）の中で最も大きい。

９－３． 国際共著論文

◆九州大学◆

◆研究院別◆ （2015 年～ 2019 年）

（※1）RU11（学術研究懇談会）

 国立・私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、 東北大、 筑波大、 東京大、 早稲田大、 慶應義塾大、 東京工業大、 名古屋大、 京都大、 大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアムである。

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）
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2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

北海道大 981 1,006 1,008 1,156 1,131 1,202 1,319 1,364 1,505 1,539

東北大 1,776 1,806 1,923 2,017 2,042 1,903 2,064 2,082 2,145 2,135

筑波大 683 745 898 892 863 952 1,097 1,133 1,214 1,225

東京大 3,214 3,257 3,495 3,702 3,876 3,870 3,999 4,326 4,636 4,625

早稲田大 534 626 731 669 694 700 736 792 892 874

慶應義塾大 468 575 595 648 607 657 759 784 773 841

東京工業大 931 1,010 1,085 1,088 1,171 1,190 1,215 1,280 1,434 1,434

名古屋大 988 1,148 1,326 1,362 1,350 1,390 1,428 1,537 1,724 1,639

京都大 1,983 2,188 2,332 2,434 2,419 2,519 2,696 2,818 3,044 2,929

大阪大 1,119 1,219 1,223 1,290 1,341 1,572 1,754 1,805 1,870 1,885

九州大 884 1,073 1,151 1,291 1,321 1,424 1,633 1,706 1,683 1,770

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

国
際

共
著

論
文
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（
本

）

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

北海道大 25.1 24.2 24.3 26.6 26.7 29.0 30.3 30.2 33.8 34.0

東北大 27.8 28.0 29.2 30.4 30.7 31.3 32.3 32.8 33.2 34.4

筑波大 24.1 24.9 28.8 28.2 27.7 29.6 33.0 32.8 33.4 33.8

東京大 27.9 28.3 29.4 30.1 31.9 33.0 33.2 35.5 36.9 36.9

早稲田大 24.5 26.9 31.9 29.3 30.5 29.7 30.5 31.5 35.1 33.4

慶應義塾大 17.5 19.6 18.8 20.2 20.3 21.3 23.2 22.7 22.3 24.4

東京工業大 24.0 25.0 28.3 27.9 30.2 30.6 31.9 33.2 36.9 36.1

名古屋大学 24.4 26.2 28.3 28.0 28.3 29.4 30.3 30.8 32.8 32.3

京都大 26.0 27.0 29.1 29.0 29.5 31.4 32.7 33.4 35.3 35.3

大阪大 21.5 22.9 22.8 23.1 24.7 27.6 29.8 30.3 30.9 31.2

九州大 21.0 23.4 24.8 25.4 27.4 29.4 32.1 33.2 33.5 34.1

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

国
際

共
著

論
文

割
合

（
%
）

九大

九大

出典: Elsevier社製「SciVal」より（2020年9月現在）

・ RU11（学術研究懇談会）

国立 ・ 私立の設置形態を超えた11の大学（北海道大、東北大、筑波大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、

九州大）による学術の発展を目的としたコンソーシアムである。

◆RU11での比較◆ （2010年～ 2019年）

国際共著論文数

国際共著論文比率

９－３． 国際共著論文（つづき）
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北アメリカ　
654機関、2,832本の共著論文

南アメリカ　
135機関、695本の共著論文

アフリカ
146機関、1,148本の共著論文

中東
179機関、872本の共著論文

ヨーロッパ
1,311機関、2,810本の共著論文

アジア・パシフィック
1,704機関、15,824本の共著論文

世界4,129機関、17,800本の共著論文数

北アメリカ

ヨーロッパ

中東

南アメリカ

アフリカ

アジア・パシフィック

■世界各機関との国際共著状況（2015～2019年）

９－３． 国際共著論文（つづき）

・ 各地図上の数字は、 機関数を表すものである。

・ 詳細はhttps://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/en/global-engagements

出典: Elsevier社製「SciVal」より(2020年9月現在)
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